
川崎病の治療を受けられる患者様へ 川崎病パス【18015-00】

日付 ／　　～　　／

入院日数 3～7日目

イベント 治療日

内服

注射

検査

治療/処置

食事/飲水

清潔

排泄

説明

指導

　患者氏名：　　　　　　　　　　　　様　　　　入院病棟：　　　　　病棟　　　　　　　主治医：　　　　　　　　　　　受け持ち看護師：　　　　　　　　　　No1

入院日 治療日～退院日

／　　　～　　　／ ／　　　～　　　／

安静

活動

1～2日目 8～10日目

【6～7日目】・退院に向けて体験外泊をしていただきます

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります                                                                                                                     市立札幌病院　小児科・3階東病棟　2005年2月21日作成　2020年10月、2023年2月改訂

□検査が予定通りに行われる（1～2日目）

□38度以上の発熱が見られない（3～4日目）

□安静を守ることができる（1～7日目）

□症状の悪化がない（3～7日目）

□退院後の生活や、異常時の対処方法について理解できる（8～10日目）

□症状、検査結果が改善し退院できる（8～10日目）

□合併症が起こらない（8～10日目）

□薬の作用を理解し、確実に内服ができる（1～10日目）

目標

毎日看護師と

評価します

・毎日体重測定を行います

・1日目に心電図・心エコーを行うことがあります（お子さんの

年齢や状態によって眠らせて検査することがあります）

・体重測定（お子さんの年齢や状況によって異なります）

・採血、心エコー、心電図検査があります（曜日未定）

・点滴が24時間行われます

・抗炎症、抗凝固剤の内服を開始します

・免疫グロブリンの点滴を行います

・免疫グロブリン終了後、状態に応じて点滴を終了します

・1日3回検温（6時・14時・19時）を行いますが、熱がある場合などは随時行います

・血圧を測定します。免疫グロブリンの点滴中はこまめに血圧測定をします

・1階窓口で入院手続きを行ってください

・看護師が病棟案内および入院中の生活について説明します

・点滴をしている場合やサークルベッドの使用時は、転倒・転落に注意してください

・手洗い、うがいは充分に行ってください

・毎日主治医の診察があり、症状や検査結果についての説明があります。疑問な点は遠慮

せずに聞いて下さい（2日目～）

・退院指導（退院前日が当日）

・処方されている薬の作用・副作用・内服時間について説明します

・看護師が退院手続きを行います。手続きができ次第、係のものがお部屋まで納入通知書を

お届けします。納入通知書を持って1階自動支払機で精算をしてください

・看護師よりお預かりした診察券などをお渡ししますので、お部屋でお待ちください

・体温計を返却してください

・食事の制限はありません

・毎日15時におやつがでます（★離乳食・特別食ではつきません）

・尿量を測定していただきます（おむつの方は重さを量っていただきます）

･尿量測定中止日はその都度お伝えします

・排泄回数のチェックをします（専用の用紙に書いて下さい）

・紙おむつは専用のBOXに捨てて下さい

・トイレ、洗面以外はベッド上で安静にしてください

・就学前のお子様で希望がある場合点滴中は保育士が訪問し一緒に遊びます（平日午後）

・検査結果に応じて病棟内歩行およびプレイルームの使用が許可されます

・身体を拭くことはできますが、シャワー・入浴はできません

・看護師が毎日身体を拭きます。点滴中、着替えを手伝います

・日中看護師が点滴部位の保清を行います（点滴中は毎日）

退院基準
解熱し炎症が落ち着く
心エコーの結果外来でのフォローが可能になる


